
トップの視点

トウェアにおける中間技術ソフ

敬

はないといってよいであろう.こうしてみると

わが国におけるソフトウェアにおける巨大技術

の誕生はないというべきであろうか.

島矢代表取締役日本科学技術研修所

ところで事務処理におけるソフトウェアへの

要求はアメリカにおけるよりもヨ{ロッパにお

けるほうがきびしく，その点でヨーロッパと日

本は似ているのではないかと，あるイギリスの

人が諮るのを聞いたことがある.このようなき

びしさは，大型技術を生まない理由とは無縁で

あるにしても，中間技術を育てる土壌にはめぐ

まれているというべきである.少なくとも，わ

が国に大型技術が生まれない理由を追求し，社

会風土論的なむなしい議論を展開せす.にすむの

はうれしいことである. トラクターよりも小型

の農耕機械という農業近代化の道がソフトウェ

アのなかにもあるのではなかろうか.

もちろんわれわれは大型技術の開発という方

向を放棄しではならないであろう.先の例を引

くならば農村の道路システムが交通に関する大

きな要求をすべてみたすことはなL、からであ

る.ハイウェイなしに問題の解決を求めること

はむずかしい.要はハイウェイを出ればあとは

問題なしという交通事情ではないということで

あって，現実にハイウェイを出れば目的地にゆ

くことは容易というわけにはいかないのであ

る.

こうして考えを進めてみると，現在のソフト

ウェア・エンジニアリングについても，応用と

か効用とかいう点で若干の疑問をもつことがあ

る.このような育ちざかりの学問について芽を

つみとってしまうような論議は慎むべきだと思

うが，生産と工学との関係には欧米と日本との

聞に差異があると考えるのである.たとえば日

米の品質管理を比較すると，品質管理の実施は

アメリカでは専門家に依存し，日本では全社的

昨年 2 月号の白根礼吉氏の本欄の論点には大

いに啓発されたが，その主題の 1 つに中間技術

論があった.これは日本が力を発揮できる技術

はアメリカ型の巨大技術ではなく，中間的なも

のだとするもので，中間技術の例を借用すると

ハイウェイの建設よりは農村の道路システムの

構築であり，都市の近代病院より部落単位の保

健所システムをつくることであり，コンピナー

トよりも小型の農業機械をつくることである.

ソフトウェアの分野は全体がそもそも技術と

しては中間的なものであろうが，ソフトウェア

のなかにも巨大技術があり，わが国のソフトウ

ェアの現状をみると，その巨大技術の点でいわ

ゆる日米間の格差を痛感することになる.この

格差はやがて解消されるであろうという楽観論

もあるが，これは先行者を追っているときの論

理であって，よしんば追いついたとしても先頭

の地位を保って巨大技術の推進に当ることはい

ちじるしく困難であるように思われる.巨大技

術を生むためには独創性を尊び，先取者利益確

保への合意といった着想の再生産費の保証とい

う考えが広く社会的に認められなければならな

いのである.

この20年開におけるソフトウェアの歴史につ

いていえば，オベレーティング・システムの作

成，構造計算プログラムなどの応用ソフトウェ

アの開発，データ・ベースの構築などつぎつぎ

と巨大技術がアメリカで誕生した.言語仕様す

なわち FORTRAN とか LISP などの誕生も

巨大技術とはいいがたL、が，さきの例でいえば

農村の道路システムをつくる仕事よりはハイウ

ェイをつくるほうにより近いようである.この

言語仕様はどうかといえば，圏内の支持は得ら

れたとしても，国際的な支持ということになる

ときわめてむずかしく，そういう意味では実績
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る. L かし，逆にいえばこの困難な事情にうち

勝つことができれば，すぐれた技術力の蓄積を

通して大きな可能性が開けるのではないであろ

うか.

技術の指向する方向，生産の体制，流通の拡

大といずれをとりあげてもむずかしい事情があ

ることは事実である.しかも先進国に学ばねば

ならね:\，、ということも現実であろう.しかし，

以上述べてきたように基本的なことは欧米の方

式が輸入でき移植できるというものではないの

である.明治以来の輸入業者的指向はこのへん

で、少なくともソフトウェアの面では修正をしな

ければならない.

オベレーションズ・リサーチとか品質管理な

ど，いわゆる管理技術はいまや掌中のものとな

っている. このような管理技術を中軸にすえ

て， ソフトウェアにおいてもカメラ，テレビ，

自動車などと相並んですぐれた品質のものを生

産しなければならないのではないか.

そLて生まれてきたソフトウェアに対しては

熟成そはからねばならないであろう.熟成とい

うのり、ソフトウェアの使用のなかで達成され

る.つくったソフトウェアを概ざらしにしてお

くことでは熟成ははかれない.ウイスキーなど

もガラスび、んに入れておいたのでは熟成しない

といち.樟のなかではじめてウイスキーは呼吸

し九味をおびた味わいになるそうだ.

そ L てまたこの熟成に限界があるというのも

示唆に富むように思われる.一定の年数を過ぎ

てしまうとあとはいくら寝かしておいても味は

よくならないという.ソフトウェアの熟成にお

いて L このことはいえそうである.

新 L〆いが角ばったものを，丸味をおびた円熟

したものにさせ，使用者にとって欠くことので

きないものにする，それが中間技術の指向する

とこ心である.

に取り組み，教育もアメリカでは専門家だけに

対して行なわれるのに対し，日本では全階層が

教育され，検査員はアメリカでは多く日本では

少ない(たとえば，品質管理， 1979年 2 月号，

p.55，日科技連).この種のけ本的特長はソフ

トウェアの生産，あるいはソフトウェアの品質

管理においても取り入れる可能性をもつものと

考えられる.

ソフトウェアの生産において，作業の分担の

ための分割もわが国では多くの場合，システム

設計から生産と検査までを同じグループが担当

する，いわば縦型の方式が採用されている.こ

の方式の利点は修復力の大きさにあるように思

われる.この方式は全員がシステムに関与する

という，いわばおみこし方式であるのがこの方

式の大きな特長なのである.この種の方式がソ

フトウェア・エンジニアリングと相容れないと

いうことではないが，生産のなかに工学を取り

入れてし、く場合には十分考慮しておかなければ

ならないということである.

専門の知識の蓄積という点では，このような

おみこし方式は問題を抱えていると恩われる

が，作業者の知識水準と意欲の点で，あながち

欧米における各種の方式が日本にも適している

というような先入観はもはや捨てねばならない

のであろう.

フーノレ・ブソレーブという考え方の利用にもこ

のことは関連する.ソフトウェアの生産におい

ても，フール・ブルーフの原則は活用されねば

ならないであろうが，生産意欲を阻害すること

は十分に警戒せねばなるまい.職務分掌という

点、でも，欧米の感覚からするとあいまいであり

ながらかえって関連者の間でのみごとな調整も

場合によってはうまくいくのである.

いずれにしてもソフトウェアの流通は盛んで

はないという議論についても，わが国の計算機

の事情を十分に理解しなければなるまい.わが

国におけるソフトウェアの商品としての移動が

少ないことはよくいわれ，流通があらねばなら

ぬものとして議論が始まる.しかし現実にア

メリカでの流通をみれば，計算機市場で大半を

占める特定の機種のためのソフトウェアが多い

のではないか.ひるがえって日本の事情をみる

と，計算機の種類の多さに圧倒されるのであ

る.したがって流通のための技術的要求の処理

はアメリカよりも格段に大きいということにな
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